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(57)【要約】
【課題】クレジットカード会社が所有するクレジットカ
ードの所有者の利用履歴データをビッグデータとして活
用し、加盟店からの手数料を増加させることが可能な明
細提供分析システムを提供する。
【解決手段】本発明の明細提供分析システムは、クレジ
ットカード会社が保有するクレジットカードの所有者の
属性情報に含まれる当該所有者を特定する個人情報を秘
匿化した秘匿属性情報を用い、クレジットカード会社に
加盟している加盟店舗における所有者の各々が使用した
使用履歴を集約し、集約した使用履歴に基づき、所有者
の各々の特性に対応する加盟店舗のお勧め情報を提供す
ることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クレジットカード会社が保有するクレジットカードの所有者の属性情報に含まれる当該
所有者を特定する個人情報を秘匿化した秘匿属性情報を用い、前記クレジットカード会社
に加盟している加盟店舗における前記所有者の各々が使用した使用履歴を集約し、集約し
た前記使用履歴に基づき、前記所有者の各々の特性に対応する前記加盟店舗のお勧め情報
を提供する
　ことを特徴とする加盟店舗情報提供方法。
【請求項２】
　複数の異なる前記クレジットカード会社が保有する前記秘匿属性情報における前記使用
履歴を集約する
　ことを特徴とする請求項１に記載の加盟店舗情報提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定のクレジットカードの明細情報に応じて加盟店の情報をエンドユーザに
供給する加盟店舗情報提供方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンビニエンスストアにおいて、ユーザの囲い込みによる固定化とこのユーザの
利用履歴を消費動向の分析に活用するため、利用金額に応じてユーザにポイントを付与す
るポイントカードが用いられている（例えば、特許文献１参照）。
　このため、上記ポイントカードで取得されたユーザの利用履歴のデータ（利用履歴デー
タ）は、ポイントが同系列の加盟店でのみ用いられることから、異なる系列のコンビニエ
ンスストアの加盟店を横断した利用を行うことはない。
【０００３】
　一方、クレジットカードは、上述したポイントカードと同様に、使用金額に対応したポ
イントを付与している（例えば、特許文献２参照）が、系列の加盟店舗でユーザに消費さ
せ、加盟店舗からの手数料を増加させるため手段としてのみ用いられている。このため、
クレジットカード会社は、加盟店舗を増加させるために、加盟店舗におけるユーザの消費
情報を把握することはあるが、加盟店舗からの手数料が増加すればよいため、個々のユー
ザの購入した製品や利用履歴を活用する必要性がない。このため、クレジットカードでは
、蓄積されたユーザの消費動向を示す利用履歴を十分に活用してはいない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１１８０７３号公報
【特許文献２】特開２０１０－１７０３３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　また、クレジットカード以外の決済サービスとして電子マネーなどの台頭もあるため、
クレジットカード会社は、キャッシュレスの決済としての加盟店舗からの手数料の収入増
加を図る必要がある。
　そのため、クレジットカード会社は、クレジットカード以外の新たな決済サービスに対
向し、上述したユーザの利用履歴データをビッグデータとして活用し、加盟店舗から手数
料を増加させる新たなビジネスモデルの構築が急務となっている。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、クレジットカード会社が所有する
クレジットカードの所有者の利用履歴データをビッグデータとして活用し、ユーザの利便
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性を向上させ、加盟店舗の売り上げを高め、加盟店舗からの手数料の収入を増加させるこ
とが可能な加盟店舗情報提供方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の加盟店舗情報提供
方法は、クレジットカード会社が保有するクレジットカードの所有者の属性情報に含まれ
る当該所有者を特定する個人情報を秘匿化した秘匿属性情報を用い、前記クレジットカー
ド会社に加盟している加盟店舗における前記所有者の各々が使用した使用履歴を集約し、
集約した前記使用履歴に基づき、前記所有者の各々の特性に対応する前記加盟店舗のお勧
め情報を提供することを特徴とする。
【０００８】
　本発明の加盟店舗情報提供方法は、複数の異なる前記クレジットカード会社が保有する
前記秘匿属性情報における前記使用履歴を集約することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、クレジットカード会社が蓄積した各使用者のクレジットカードの秘
匿属性情報における使用履歴を集約し、各店舗を利用した所有者の秘匿属性情報を分析し
、嗜好に対応した店舗のお勧め情報をエンドユーザである所有者毎に提供する。このよう
に、今まで利用されていなかったクレジットカードの使用履歴を活用することで、上記お
勧め情報により各所有者の加盟店舗の利用の利便性が向上し、所有者の各加盟店舗におけ
る商品の購入が促進されて売り上げが高められることにより、クレジットカード会社に対
して各加盟店舗からの手数料の収入が増加し、クレジットカードの所有者、クレジットカ
ードに加盟する加盟店舗、クレジットカードを発行するクレジットカード会社の３者の各
々に対して利益を与えるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態による加盟店舗情報提供システム１の構成例を示す概念
図である。
【図２】カード使用履歴データ記憶部１１に記憶されているカード使用履歴テーブルの一
例を示す図である。
【図３】加盟店情報データ記憶部１２に記憶されている加盟店情報テーブルの一例を示す
図である。
【図４】エンドユーザの端末の表示画面に表示されるお勧め情報の画像の一例である。
【図５】エンドユーザの端末におけるランキング情報を抽出するための参照情報の一覧の
表示画面の一例である。
【図６】エンドユーザの端末におけるランキング情報を抽出するための参照情報のカスタ
マイズを行なう表示画面の一例である。
【図７】本発明の第２の実施形態による加盟店舗情報提供システム１Ａの構成例を示す概
念図である。
【図８】カード使用履歴データ記憶部１１Ａに記憶されているカード使用履歴テーブルの
カード使用履歴基本テーブルの構成例を示している。
【図９】本発明の第３の実施形態による加盟店舗情報提供システム１Ｂの構成例を示す概
念図である。
【図１０】カード使用履歴データ記憶部１１Ｂに記憶されているカード使用履歴テーブル
のカード使用履歴情報テーブルの構成例を示している。
【図１１】クーポンデータ記憶部１３に記憶されているクーポン情報テーブルの構成例を
示している。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜第１の実施形態＞
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　以下、図面を参照して、本発明の第１の実施形態について説明する。図１は、本発明の
第１の実施形態による加盟店舗情報提供システム１の構成例を示す概念図である。この図
１において、加盟店舗情報提供システム１は、サービス提供サーバ１０、カード使用履歴
データ記憶部１１、加盟店情報データ記憶部１２、サービス情報生成サーバ２０、分析デ
ータ記憶部２１及び加盟店情報データ記憶部２２の各々を備えている。サービス提供サー
バ１０及びサービス情報生成サーバ２０の各々は、インターネットなどの情報通信網から
なるネットワーク１００を介して接続されている。
【００１２】
　サービス提供サーバ１０は、ネットワーク１００を介して、クレジットカード会社２０
０、加盟店舗３００＿１、…、加盟店舗３００＿ｍ、エンドユーザ（ユーザ）４００＿１
、…、エンドユーザ４００＿ｎの各々の不図示の端末からのアクセスの対応して、要求さ
れたサービス情報をそれぞれのサーバに対して供給する。
　また、サービス提供サーバ１０は、クレジットカード会社２００の端末から供給される
、クレジットカード会社２００のクレジットカードの所有者であるエンドユーザの各々の
秘匿属性情報を、カード使用履歴データ記憶部１１に対して書き込んで記憶させる。
【００１３】
　上記秘匿属性情報は、クレジットカード会社から供給されるエンドユーザの情報であり
、エンドユーザの個人が特定できる個人情報を秘匿したクレジットカードの属性情報であ
る。この属性情報は、クレジットカードの所有者の名前、電話番号、カード番号、住所、
郵便番号、年齢情報、性別情報、会員種別、職業情報、利用限度額、今月支払金額などを
含むものである。また、秘匿属性情報は、例えば、属性情報のうち個人を特定することが
できないように、名前、電話番号を各クレジットカードを識別するための識別情報に変換
する。また、秘匿属性情報において、カード番号はクレジットカード番号の下３桁の数字
以外が秘匿されている。そして、住所は、個人を特定することが可能となるため、階層に
おける丁目までを情報としてそれ以降を削除して用いるか、あるいは、住んでいる地域を
示す情報として郵便番号を用いる。属性情報における他の年齢情報、性別情報、会員種別
、職業情報、利用限度額、今月支払金額の各々は、秘匿属性情報でもそのままのデータと
して用いる。属性情報から秘匿属性情報への変換は、クレジットカード会社にて行なわれ
る
【００１４】
　カード使用履歴データ記憶部１１には、すでに述べた秘匿属性情報がエンドユーザの各
々に割当てられた識別情報に対応して（レコード単位で）書き込まれて記憶されている。
　図２は、カード使用履歴データ記憶部１１に記憶されているカード使用履歴テーブル（
後述するカード使用履歴基本テーブルとカード使用履歴情報テーブルとからなるテーブル
）の一例を示す図である。このカード使用履歴テーブルには、クレジットカード会社から
供給されるエンドユーザの各々の所有するクレジットカードの使用履歴が集約されている
。
　図２（ａ）は、カード使用履歴データ記憶部１１に記憶されているカード使用履歴基本
テーブルの構成例を示している。このカード使用履歴基本テーブルは、識別情報に対応し
て、カード番号、郵便番号、年齢情報、性別情報、会員種別、職業情報、利用限度額、今
月支払金額インデックスの各々の項目を含んでいる。
【００１５】
　識別情報は、名前及び電話番号を暗号化して秘匿化した情報である。カード番号は、例
えば、クレジットカード番号の下３桁の数字以外を秘匿した番号である。郵便番号は、ク
レジットカードの所有者であるエンドユーザの居住地を示す情報である。年齢情報は、エ
ンドユーザの年齢を示す情報である。性別情報は、エンドユーザの性別（男・女の区別）
を示す情報である。会員種別は、エンドユーザが本人、家族、学生などであるかの会員の
種別、あるいは普通カード、ゴールドカードなどのカードの種別を示す情報である。
【００１６】
　職業情報は、クレジットカードの所有者の職業の種別を示す情報であり、例えば、会社
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員、公務員、医師、教師などが示されている。利用限度額は、クレジットカードの所有者
の年収に基づいて法律で定められた計算式から求まる包括支払見込可能額の範囲内で、ク
レジットカード会社が任意に設定した金額を示す情報である。今月支払額インデックスは
、各利用者の今月のクレジットカードの使用履歴の詳細を示すカード使用履歴情報テーブ
ルの記憶された領域を示す、カード使用履歴データ記憶部１１におけるアドレスを示して
いる。
【００１７】
　図２（ｂ）は、カード使用履歴データ記憶部１１に記憶されているカード使用履歴情報
テーブルの構成例を示している。このカード使用履歴情報テーブルは、上記今月支払額イ
ンデックスが示す領域に記憶されており、エンドユーザ毎の識別情報に対応して設けられ
ている。また、カード使用履歴情報テーブルは、加盟店舗番号、利用日時、利用金額、付
与ポイント、利用ポイント、持ち越しポイント、利用可能ポイント、今月支払総額の各々
の項目を含んでいる。
　加盟店舗番号は、クレジットカード会社に加盟している加盟店舗を識別するための識別
情報であり、エンドユーザがクレジットカードを利用した店舗（加盟店舗）を示す。利用
日時は、店舗情報の示す店舗において、エンドユーザがクレジットカードを利用した日時
を示す情報である。
【００１８】
　利用金額は、加盟店舗番号の示す加盟店舗において、エンドユーザが利用日時の示す日
時に支払に利用した金額を示す。付与ポイントは、利用金額に対応してエンドユーザに付
与されたポイント数を示す情報である。利用ポイントは、エンドユーザが今月中に利用し
たポイント数を示す情報である。持ち越しポイントは、先月から持ち越されたポイント数
を示す情報である。利用可能ポイントは、持ち越しポイントに対して付与ポイントを加算
し、この加算結果から今月の利用ポイントを減算した、現時点でエンドユーザが使用可能
なポイント数を示す情報である。今月支払総額は、エンドユーザが所定期間（例えば、前
の月）において加盟店舗で支払に利用した利用金額を積算した金額を示す情報である。
【００１９】
　図３は、加盟店情報データ記憶部１２に記憶されている加盟店情報テーブルの一例を示
す図である。この加盟店情報テーブルは、加盟店舗番号に対応して、加盟店舗名称、店舗
種別、店舗情報の各々の項目を含んでいる。加盟店舗番号は、加盟店舗の各々を識別する
識別情報である。加盟店舗名称は、加盟店舗番号で識別される店舗それぞれの名称を示し
ている。店舗種別は、加盟店舗それぞれの扱う商品の種類で分類された種別情報であり、
洋服屋、靴屋、パン屋、電気屋などの専門店、あるいはデパート（百貨店）、量販店など
に分類されている。店舗情報は、所在地、電話番号、地図、取扱商品などの情報である。
【００２０】
　図１に戻り、サービス情報生成サーバ２０は、一定の周期（例えば、一ヶ月毎のクレジ
ットカードの使用明細作成の際）毎に、サービス提供会社のサービス提供サーバ１０に、
ネットワーク１００を介してアクセスし、カード使用履歴データ記憶部１１に蓄積されて
いるカード使用履歴テーブルのデータの供給を要求する。ここで、サービス提供サーバ１
０は、前回のアクセスにおいて送信した日時以降に集約した使用履歴のデータ（前回供給
したデータとの差分）の秘匿属性情報を、カード使用履歴データ記憶部１１のカード使用
履歴テーブルから読出し、サービス情報生成サーバ２０に対して供給する。
【００２１】
　そして、サービス情報生成サーバ２０は、供給されたカード使用履歴テーブルの新たな
データを、すでに分析データ記憶部２１に記憶されているカード使用履歴テーブルのデー
タに時系列に結合させ、カード使用履歴テーブルの更新を行なう。この更新時において、
サービス情報生成サーバ２０は、カード使用履歴テーブルにおける最も古い周期のデータ
を削除するように構成しても良い。これにより、サービス情報生成サーバ２０において、
現時点に近い時期における期間のカードの使用履歴における秘匿属性情報を用いることが
でき、参照情報によるエンドユーザの特性に応じたタイムリな時期を得たお勧め情報を抽
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出するための分析処理が行える。
【００２２】
　また、サービス情報生成サーバ２０は、分析データ記憶部２１のカード使用履歴テーブ
ルの秘匿属性情報に基づき、サービス提供サーバ１０からの要求に対応した分析処理を行
なう。これにより、分析処理は、クレジットカード会社としてはエンドユーザの家計支出
動向の分析、加盟店舗としてはエンドユーザのクーポン利用結果の分析（後述する第３の
実施形態において詳述）、エンドユーザとしては加盟店舗のお勧め情報を抽出する分析な
どである。
　サービス情報生成サーバ２０は、サービス提供サーバ１０を介した、クレジットカード
会社２００、加盟店舗３００＿１～３００＿ｍ及びエンドユーザ４００＿１～４００＿ｎ
の各々の所有する端末からのアクセスにより、それぞれのアクセスにおける要求に対応し
た上記分析処理それぞれを行なう。
【００２３】
　例えば、サービス情報生成サーバ２０は、サービス提供サーバ１０を介してエンドユー
ザから要求されたお勧め情報の分析を、分析データ記憶部２１のカード使用履歴テーブル
における秘匿属性情報を用いて行なう。このとき、エンドユーザは、端末においてサービ
スアプリケーションを起動し、ネットワーク１００を介してサービス提供サーバ１０にア
クセスし、自身の特性に対応するお勧め情報の提供を要求する。この要求には、自身の性
別（性別情報）、年齢（年齢情報）及び居住地域（郵便番号）などのお勧め情報を生成す
るための項目の組合わせである参照情報が含まれている。これにより、サービス提供サー
バ１０は、サービス情報生成サーバ２０に対し、上記参照情報を含むお勧め情報の生成を
要求する制御信号を、ネットワーク１００を介して送信する。
【００２４】
　サービス情報生成サーバ２０は、分析データ記憶部２１のカード使用履歴テーブルを参
照し、供給された参照情報、例えば性別、年齢及び居住地域の各々の項目の組合わせによ
り、カード使用履歴テーブルにおけるエンドユーザのクラスタリングを行なう。そして、
サービス情報生成サーバ２０は、クラスタリングにより抽出されたグループのエンドユー
ザが使用した履歴の多い順番に、カード利用履歴テーブルにおける加盟店舗の順位付けを
行なう。サービス情報生成サーバ２０は、例えば、使用履歴（使用回数あるいは支払金額
）の多い順番において、上位５位までの加盟店舗を、お勧め情報に用いる加盟店舗として
抽出する。
【００２５】
　サービス情報生成サーバ２０は、抽出した加盟店舗の各々に対応する加盟店情報を、加
盟店情報データ記憶部１２に記憶されている加盟店情報テーブルからそれぞれ読出し、お
勧め情報としてサービス提供サーバ１０に対して出力する。
　サービス提供サーバ１０は、供給されたお勧め情報を、ネットワーク１００を介して、
お勧め情報の提供を要求したエンドユーザの端末に送信する。
　そして、エンドユーザの端末において、アプリケーションは、サービス提供サーバ１０
から供給されたお勧め情報を端末の表示画面に表示する。
【００２６】
　図４は、エンドユーザの端末（スマートフォン）の表示画面に表示されるお勧め情報の
画像の一例である。この図４のように、端末の表示画面には、お勧め情報を依頼したエン
ドユーザの示す参照情報に対応した加盟店舗の情報を示す画像が表示される。ここで、参
照情報に加盟店舗の店舗種別を含めることにより、サービス情報生成サーバ２０がレスト
ランや美容院といったジャンル別のお勧め情報を生成する構成としても良い。このとき、
サービス情報生成サーバ２０は、加盟店舗の順位付けを行なった際、それぞれの加盟店舗
の加盟店舗情報における店舗種別により、指定されたジャンルの加盟店舗を、供給する店
舗数分、上記順位の順番から順に抽出する。
【００２７】
　また、加盟店舗のランキング情報の提供のサービスを、上記お勧め情報の拡張機能とし
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て、設けても良い。上述したお勧め情報は、エンドユーザが入力した参照情報に対応した
クラスタリングによりグルーピングされたエンドユーザの使用履歴に基づき、カード使用
履歴テーブルから使用した履歴の多い加盟店舗を抽出していた。このエンドユーザが入力
する参照情報は、エンドユーザが情報を得たい加盟店舗の存在する地域と、エンドユーザ
の性別、年齢層を示す世代などの情報（後述する図６参照）である。
　しかしながら、ランキング情報の抽出は、秘匿属性情報における異なる項目の組合わせ
、また項目の数値の違う参照情報により行なわれる。項目の数値の違いとは、例えば年齢
情報であれば２０代、３０代、４０代など年齢の違い、あるいは居住地域であれば新宿区
、渋谷区、台東区などの住所の違いなどを示している。
【００２８】
　エンドユーザの端末のアプリケーションは、上述した異なる項目の組合わせの複数の参
照情報を端末の表示画面に表示し、エンドユーザがいずれかの参照情報の選択を促す画像
の表示を行なう。これにより、サービス情報生成サーバ２０は、サービス提供サーバ１０
を介して供給されるエンドユーザが選択した参照情報に対応して抽出した加盟店舗のラン
キング情報をカード使用履歴テーブルから抽出する。そして、サービス提供サーバ１０は
、サービス情報生成サーバ２０から供給されるランキング情報をお勧め情報として、エン
ドユーザの端末に送信する。
【００２９】
　図５は、エンドユーザの端末（スマートフォン）におけるランキング情報を抽出するた
めの参照情報の一覧の表示画面の一例である。図５に示すように、エンドユーザの端末の
アプリケーションは、自身の端末の表示画面に対して、エンドユーザが選択するための参
照情報の一覧を表示する。例えば、この図５のように、エンドユーザの端末のアプリケー
ションは、「新宿区２０代女性のランキング」、「渋谷区２０代女性のランキング」、…
などの秘匿属性情報の項目の組合わせからなる、複数の異なる参照情報を一覧として端末
の表示画面に表示する。
【００３０】
　エンドユーザは、端末の表示画面に表示された参照情報のなかから、得たい加盟店舗の
ランキング情報に対応した参照情報を選択する。
　参照情報が選択されると、端末のアプリケーションは、エンドユーザが選択した参照情
報をサービス提供サーバ１０に対して送信する。これにより、サービス提供サーバ１０は
、供給された参照情報に基づくランキング情報の生成を、サービス情報生成サーバ２０に
対して要求する。そして、サービス情報生成サーバ２０は、すでに述べたように、参照情
報によるお勧め情報の抽出を行ない、抽出したお勧め情報をランキング情報として、サー
ビス提供サーバ１０に対して送信する。サービス提供サーバ１０は、供給されたランキン
グ情報を、参照情報を送信してランキング情報を要求した端末に送信する。
【００３１】
　また、加盟店舗のランキング情報の提供のサービスにおいて、ランキング情報を得るた
めの参照情報をエンドユーザが編集できるカスタマイズの機能を、端末のアプリケーショ
ンが備えても良い。
　上記図５においては、アプリケーションに予め設定されている参照情報が一覧表示され
る構成となっている。この参照情報における性別、年齢及び居住地域を任意に変更し、参
照情報のカスタマイズを行なうように、アプリケーションを構成しても良い。そして、サ
ービス情報生成サーバ２０は、エンドユーザがカスタマイズした参照情報に対応したお勧
め情報として、加盟店舗のランキング情報をカード使用履歴テーブルから抽出する。
【００３２】
　図６は、エンドユーザの端末（スマートフォン）におけるランキング情報を抽出するた
めの参照情報のカスタマイズを行なう表示画面の一例である。図６に示すように、エンド
ユーザの端末のアプリケーションは、端末の表示画面に対してエンドユーザが参照情報を
編集するためのカスタマイズの編集画面を表示する。図６において、端末のアプリケーシ
ョンは、例えば、「地域選択」として居住地域の住所を入力する欄、「性別」として男性
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か女性かを選択するボタン、「世代」として年齢を入力する欄、さらに「家族構成」とし
て家族の人数を入力する欄…などの参照情報における項目毎のデータの入力欄あるいは選
択ボタンなどから成る編集画面を表示する。
【００３３】
　エンドユーザがこの入力画面に対して、得たい加盟店舗のランキング情報に対応する参
照情報を編集し、端末がエンドユーザが編集してカスタマイズした参照情報をサービス提
供サーバ１０に対して送信する。これにより、サービス提供サーバ１０は、供給された参
照情報に基づくランキング情報の生成を、サービス情報生成サーバ２０に対して要求する
。そして、サービス情報生成サーバ２０は、すでに述べたように、エンドユーザにより編
集された参照情報に基づいて、カード使用履歴テーブルからのお勧め情報の抽出を行なう
。サービス情報生成サーバ２０は、抽出したお勧め情報をランキング情報として、サービ
ス提供サーバ１０に対して送信する。サービス提供サーバ１０は、供給されたランキング
情報を、編集された参照情報によりランキング情報を要求した端末に送信する。
【００３４】
　また、サービス提供サーバ１０は、クレジットカード会社２００から、所定の参照情報
の示す特性を有するエンドユーザの消費動向（家計支出動向）の分析処理が依頼されると
、この参照情報及び分析対象をサービス情報生成サーバ２０に送信する。参照情報は、居
住地域、家族構成、カード種別、利用限度額、今月支払金額などの項目により設定される
。これにより、サービス情報生成サーバ２０は、分析データ記憶部２１のカード使用履歴
テーブルにおける参照情報に基づくエンドユーザのクラスタリングを行ない、エンドユー
ザのグループ化を行なう。
【００３５】
　そして、サービス情報生成サーバ２０は、分析対象が電気料金の場合、クラスタリング
でグループ化されたエンドユーザの各期間における電気料金の平均値を求め、複数期間に
おける平均値がプロットされた分析グラフをサービス提供サーバ１０に対して送信する。
サービス提供サーバ１０は、供給される分析グラフを、分析処理を依頼したクレジットカ
ード会社２００の端末に送信する。クレジットカード会社２００は、上記分析処理を家計
費の項目毎（ガス代、教育費、旅行費、ローンなど）に依頼することにより、エンドユー
ザの特性に対応した消費動向を調査することができる。
【００３６】
　本実施形態によれば、クレジットカード会社が蓄積した各使用者のクレジットカードの
秘匿属性情報における使用履歴を集約し、この集約した使用履歴に基づき、各加盟店舗を
利用したエンドユーザの秘匿属性情報を分析し、参照情報が示すエンドユーザの嗜好に対
応した加盟店舗のお勧め情報を所有者毎に提供することができる。このため、このお勧め
情報により各所有者のクレジットカード会社に加盟する加盟店舗に対する利用の利便性が
高まり、各加盟店舗におけるエンドユーザによる商品の購入が促進され、加盟店舗の売り
上げが向上するため、クレジットカード会社に対して各店舗からの手数料収入が向上し、
クレジットカードの所有者であるエンドユーザ、クレジットカードに加盟する加盟店舗、
クレジットカード会社の各々に対して利益を与えるという効果が得られる。
【００３７】
　また、エンドユーザがクレジットカードで支払った先月の利用明細、または電気料金の
履歴、ガス料金の履歴などを知りたい場合もある。このため、端末のアプリケーションは
、例えば、クレジットカード会社２００のホームページのＵＲＬ（Uniform Resource Loc
ator）を、表示画面においてクレジットカード会社２００への問い合わせのためのリンク
情報として示す構成としても良い。このリンク情報を選択することにより、エンドユーザ
は、クレジットカード会社２００のホームページにアクセスし、クレジットカードで支払
った先月の利用明細、または電気料金の履歴、ガス料金の履歴などを、ネットワーク１０
０を介して、クレジットカード会社２００の端末から得ることができる。
【００３８】
　また、本実施形態においては、お勧め情報を抽出する参照情報として、秘匿属性情報に
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おける年性別（性別情報）、年齢（年齢情報）及び居住地域（郵便番号）の各々の項目を
用いている。しかしながら、参照情報の項目としては、性別情報、年齢情報及び郵便番号
などに加えて、エンドユーザに対応したお勧め情報の抽出における絞り込みを行ない、お
勧めの確度を高めるために、秘匿属性情報における会員種別、職業情報、利用限度額など
の他の項目を、必要に応じて組み合わせて用いても良い。
【００３９】
＜第２の実施形態＞
　以下、図面を参照して、本発明の第２の実施形態について説明する。図７は、本発明の
第２の実施形態による加盟店舗情報提供システム１Ａの構成例を示す概念図である。この
図７において、加盟店舗情報提供システム１Ａは、サービス提供サーバ１０、カード使用
履歴データ記憶部１１Ａ、加盟店情報データ記憶部１２、サービス情報生成サーバ２０、
分析データ記憶部２１Ａ及び加盟店情報データ記憶部２２の各々を備えている。サービス
提供サーバ１０及びサービス情報生成サーバ２０の各々は、インターネットなどの情報通
信網からなるネットワーク１００を介して接続されている。第１の実施形態と同様の構成
については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００４０】
　第２の実施形態においては、複数の異なるクレジットカード会社２００＿１から２００
＿ｐの各々から、供給される秘匿属性情報それぞれを集約し、複数のクレジットカード会
社を横断して集約した秘匿属性情報に基づいて、エンドユーザに対する加盟店舗のお勧め
情報などの情報提供を行なう。
　すなわち、サービス提供サーバ１０は、クレジットカード会社２００＿１から２００＿
ｐの各々から供給される秘匿属性情報を、カード使用履歴データ記憶部１１Ａのカード使
用履歴テーブルに書き込んで記憶させる。
【００４１】
　図８は、カード使用履歴データ記憶部１１Ａに記憶されているカード使用履歴テーブル
のカード使用履歴基本テーブルの構成例を示している。図８のカード使用履歴基本テーブ
ルには、図２（ａ）のカード使用履歴基本テーブルの構成に加えて、各エンドユーザの利
用しているクレジットカードを発行しているクレジットカード会社を識別するカード名称
（識別情報）が付与されている。また、カード使用履歴テーブルにおけるカード使用履歴
情報テーブルの構成例については図２（ｂ）と同様のため、説明を省略する。このカード
使用履歴データ記憶部１１Ａに記憶されているカード使用履歴テーブルには、複数の異な
るクレジットカード会社の各々から供給される、エンドユーザそれぞれが所有するクレジ
ットカードの使用履歴が集約されている。
【００４２】
　サービス情報生成サーバ２０は、第１の実施形態と同様に、カード使用履歴基本テーブ
ルから、エンドユーザの端末から送信される参照情報により、このエンドユーザの特性に
対応するエンドユーザのクラスタリングを行なう。そして、サービス情報生成サーバ２０
は、クラスタリングによりグルーピングされたエンドユーザの各々のクレジットカードの
使用履歴を、各識別情報の今月支払金額インデックスによりカード使用履歴情報テーブル
から抽出する。
【００４３】
　サービス情報生成サーバ２０は、グルーピングされたエンドユーザの識別情報に対応し
たクレジットカードの使用履歴により、グループにおけるエンドユーザの利用（利用回数
あるいは支払金額）が多い順に加盟店舗を抽出して、抽出した加盟店舗のランキングを行
なう。そして、サービス情報生成サーバ２０は、ランキングを行なった加盟店舗の各々の
加盟店情報から、例えば予め設定した数の加盟店舗上位から順番に選択する。
【００４４】
　サービス情報生成サーバ２０は、選択した加盟店舗の加盟店舗情報を加盟店情報データ
記憶部１２に記憶されている加盟店情報テーブルからそれぞれ読出し、お勧め情報として
サービス提供サーバ１０に対して出力する。すなわち、サービス情報生成サーバ２０は、
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複数のクレジットカード会社の集約されたエンドユーザの各々のクレジットカードの使用
履歴に基づいてお勧め情報を生成する生成する。サービス提供サーバ１０は、サービス情
報生成サーバ２０から供給されたお勧め情報を、参照情報を送信したエンドユーザの端末
に送信する。
【００４５】
　本実施形態によれば、あるクレジットカード会社のエンドユーザにはよく知られておら
ず人気がない加盟店舗であっても、他のクレジットカード会社に加入するエンドユーザに
おいては人気がある加盟店舗である場合がある。このため、複数のクレジットカード会社
全てのエンドユーザの使用履歴に基づいて、参照情報によりお勧め情報を抽出することに
より、あるクレジットカード会社のエンドユーザ間においては認知度が低い加盟店舗が、
お勧め情報のランキングの上位となる場合がある。これにより、エンドユーザによっては
認知度が低かった加盟店舗を、全てのエンドユーザにお勧めすることができ、クレジット
カード会社の加盟店舗の中で認知度の低い加盟店舗の売り上げを向上させ、クレジットカ
ード会社に対する手数料を増加させることになる。
【００４６】
　また、本実施形態においては、エンドユーザが所有するクレジットカードの種類によら
ず、複数のクレジットカード会社に加入するエンドユーザのクレジットカードの使用履歴
を用いてお勧め情報を抽出する。このため、本実施形態によれば、各エンドユーザが自身
のクレジットカードのクレジットカード会社のみではなく、他のクレジットカード会社の
加盟店舗であっても、お勧め情報を得ることができ、より多くの加盟店舗を認知すること
ができる。
【００４７】
　また、サービス情報生成サーバ２０は、エンドユーザから供給される参照情報に基づい
て、カード名称毎に加盟店舗のお勧め情報のランキングを作成し、カード名称を秘匿して
、エンドユーザに対するカード名称毎のお勧め情報を生成しても良い。これにより、サー
ビス提供サーバ１０は、カード名称毎のお勧め情報をエンドユーザの端末に送信する。
【００４８】
　これにより、あるクレジットカード会社に加入するエンドユーザ間で認知度の高い加盟
店舗であるが、他のクレジットカード会社に加入するエンドユーザ間で認知度の低い加盟
店も、上記カード名称毎のお勧め情報により、全てのエンドユーザ間で認知されることに
なる。このため、クレジットカード会社によって認知度の低い加盟店舗の認知度を、全て
のエンドユーザ間において向上させることができ、エンドユーザの加盟店舗の選択の幅が
広がるとともに、認知度の向上した加盟店舗の売り上げが向上し、クレジットカード会社
の手数料も増加する。
【００４９】
＜第３の実施形態＞
　以下、図面を参照して、本発明の第３の実施形態について説明する。図９は、本発明の
第３の実施形態による加盟店舗情報提供システム１Ｂの構成例を示す概念図である。この
図９において、加盟店舗情報提供システム１Ｂは、サービス提供サーバ１０Ｂ、カード使
用履歴データ記憶部１１Ｂ、加盟店情報データ記憶部１２、クーポンデータ記憶部１３、
サービス情報生成サーバ２０Ｂ、分析データ記憶部２１Ｂ及び加盟店情報データ記憶部２
２の各々を備えている。サービス提供サーバ１０Ｂ及びサービス情報生成サーバ２０Ｂの
各々は、インターネットなどの情報通信網からなるネットワーク１００を介して接続され
ている。第１の実施形態と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５０】
　図１０は、カード使用履歴データ記憶部１１Ｂに記憶されているカード使用履歴テーブ
ルのカード使用履歴情報テーブルの構成例を示している。図９に示すカード使用履歴情報
テーブルは、図２（ｂ）のカード使用履歴情報テーブルに加え、サービス提供サーバ１０
Ｂがエンドユーザに対して配布したクーポンが使用されたか否かの判定を行なうために用
いるクーポン利用情報の項目を備えている。また、カード使用履歴テーブルにおけるカー
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ド使用履歴基本テーブルの構成例については図２（ａ）と同様のため、説明を省略する。
【００５１】
　サービス情報生成サーバ２０Ｂは、第１の実施形態と同様に、サービス提供サーバ１０
Ｂを介して、エンドユーザから送信される参照情報に基づき、エンドユーザの特性に対応
した加盟店舗を紹介するお勧め情報を抽出する。
　そして、サービス提供サーバ１０Ｂは、サービス情報生成サーバ２０Ｂから供給される
お勧め情報に含まれる加盟店舗の加盟店舗名称を抽出する。サービス提供サーバ１０Ｂは
、抽出した加盟店舗名称に対応したクーポン情報の有無の検出を、クーポンデータ記憶部
１３に記憶されているクーポンデータテーブルを参照して行なう。このとき、サービス提
供サーバ１０Ｂは、クーポン情報を有する加盟店舗がお勧め情報において検出された場合
、この検出された加盟店舗に対応する加盟店舗情報にクーポン情報を付加する。サービス
提供サーバ１０Ｂは、クーポン情報が付加されたお勧め情報を、参照情報を送信したエン
ドユーザの端末に返信する。
【００５２】
　エンドユーザの端末は、送られてきたお勧め情報を表示画面に対して表示する。エンド
ユーザは、例えば、表示画面に表示されているお勧め情報を確認し、自身の興味のある加
盟店舗の有無を確認し、興味のある加盟店舗へ出かける。そして、エンドユーザは、入店
した加盟店舗において気に入った商品を購入する際、お勧め情報に添付されたクーポンが
あれば、商品を購入する際に添付されたクーポンを用いる。加盟店舗の店員は、そのクー
ポンに印刷されているバーコードなどの機械読取印刷コードをスキャナで読取り、クレジ
ットカードによる決済を行なう。これにより、クレジットカード会社は、エンドユーザが
クーポンを利用したか否かを属性情報の一つとして得る。
【００５３】
　図１１は、クーポンデータ記憶部１３に記憶されているクーポン情報テーブルの構成例
を示している。図１１のクーポン情報テーブルは、加盟店舗番号、加盟店舗名称及びクー
ポン情報の各々の項目を有している。加盟店舗番号は、加盟店舗を識別するための情報で
ある。加盟店舗名称は、加盟店舗の名称を示している。クーポン情報は、加盟店舗がエン
ドユーザへの配布を依頼したクーポンの情報であり、クーポンを識別するクーポン識別情
報を含んでいる。例えば、このクーポンのコードに含まれるクーポン識別情報により、ど
の加盟店舗が配布したクーポンなのか、配る目的が何を意図（商品の割引、特定の商品を
買った場合におまけを配るなど）したクーポンなのかが判定できる。すなわち、クレジッ
トカード会社の蓄積する属性情報には、クーポンに付与されたクーポン識別情報などを読
み込み、クーポン利用情報としている。サービス提供サーバ１０Ｂは、加盟店舗の端末か
ら供給されるクーポン情報を、クーポンデータ記憶部１３のクーポン情報テーブルに対し
て書き込んで記憶させる。
【００５４】
　サービス提供サーバ１０Ｂは、エンドユーザに対して送付したクーポンの数を、クーポ
ン情報毎（あるいは加盟店舗毎）に、お勧め情報に対して付与する度に積算している。
　そして、サービス提供サーバ１０Ｂは、クーポンの期限までの所定の期間ごとに、クレ
ジットカード会社から供給される秘匿属性情報におけるクーポン利用情報を、カード使用
履歴データ記憶部１１Ｂから抽出し、クーポン識別情報によりクーポン毎に分類し、クー
ポン毎の定期的な使用率（使用クーポン数を配布したクーポン数で除算した数値）を求め
る。また、サービス提供サーバ１０Ｂは、クーポンの使用期限において、期限内に使用さ
れたクーポンの使用率を求める。サービス提供サーバ１０Ｂは、使用率を求める毎に、そ
のクーポンの配布を依頼した加盟店舗に対して、求めた使用率を送信する。また、サービ
ス提供サーバ１０Ｂは、クーポンの使用率を要求された際に、その時点におけるクーポン
の使用率を算出して、算出した使用率を要求した加盟店舗の端末に対して送信する。
【００５５】
　本実施形態によれば、配布を依頼し、サービス提供サーバ１０Ｂが配布したクーポンの
使用率が容易に得られるため、クーポンの配布が売り上げの向上に寄与したか否かを、各
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【００５６】
　また、サービス情報生成サーバ２０Ｂは、分析データ記憶部２１Ｂにおけるカード使用
履歴テーブルを参照して、クーポン毎に、クーポンが配布されたエンドユーザにおいて、
秘匿属性情報の項目の組合わせでクラスタリングする。そして、サービス情報生成サーバ
２０Ｂは、使用した使用エンドユーザと使用しなかった非使用エンドユーザとで差分とな
る項目の組合わせをエンドユーザの特性として抽出し、加盟店舗に供給するように構成し
ても良い。
【００５７】
　また、図１の加盟店舗情報提供システム１、１Ａにおけるサービス提供サーバ１０及び
サービス情報生成サーバ２０、図９の加盟店舗情報提供システム１Ｂにおけるサービス提
供サーバ１０Ｂ及びサービス情報生成サーバ２０Ｂの各々の機能を実現するためのプログ
ラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプロ
グラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより、サービス情報の生成
あるいはサービス情報の提供における管理処理を行ってもよい。なお、ここでいう「コン
ピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００５８】
　また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用している場合であれば、ホ
ームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合
のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定
時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した
機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシ
ステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良
い。
【００５９】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【００６０】
　１，１Ａ，１Ｂ…加盟店舗情報提供システム
　１０，１０Ｂ…サービス提供サーバ
　１１，１１Ａ，１１Ｂ…カード使用履歴データ記憶部
　１２，２２…加盟店情報データ記憶部
　１３…クーポンデータ記憶部
　２０，２０Ｂ…サービス情報生成サーバ
　２１，２１Ａ，２１Ｂ…分析データ記憶部
　１００…ネットワーク
　２００，２００＿１，２００＿ｐ…クレジットカード会社
　３００＿１，３００＿ｍ…加盟店舗
　４００＿１，４００＿ｎ…エンドユーザ
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